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東京科学大　伊賀・小山教授

日本学士院賞の栄誉
未来を拓く「小さなレーザー」

　
（
町
田
市
在
住
で
）
東
京

科
学
大
学
・
栄
誉
教
授
の
伊

賀
健
一
氏
と
小
山
二
三
夫
氏

が
こ
の
ほ
ど
、
第
１
１
６
回

（
２
０
２
６
年
）
「
日
本
学

士
院
賞
」
を
受
賞
し
た
。
受

賞
対
象
は
「
垂
直
共
振
器
型

面
発
光
レ
ー
ザ
の
実
現
・
性

能
向
上
と
応
用
展
開
（
共
同

研
究
）
」
。
本
紙
は
10
月
２

日
、
同
大
学
横
浜
キ
ャ
ン
パ

ス
（
長
津
田
町
）
の
未
来
産

業
技
術
研
究
所
で
、
両
氏
の

研

究

に

つ

い

て

イ

ン

タ

ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。

小
さ
い
こ
と
は
い
い
こ
と
だ

　
今
回
受
賞
し
た
の
は
、
小

さ
な
領
域
か
ら
垂
直
に
光
を

出
す
こ
と
が
で
き
る
「
面
発

光
レ
ー
ザ
ー
」
の
実
現
か
ら

応
用
に
至
る
ま
で
の
研
究
。

実
現
が
難
し
い
と
言
わ
れ
て

い
た
構
造
の
レ
ー
ザ
ー
だ
っ

た
が
、
伊
賀
氏
が
50
年
ほ
ど

前
に
克
服
す
る
方
法
を
着
想

し
、
２
年
後
に
動
作
を
実

現
、
現
在
ま
で
性
能
を
向
上

さ
せ
て
き
た
。

　
従
来
の
半
導
体
レ
ー
ザ
ー

が
長
さ
１
㎜
だ
っ
た
の
に
対

し
、
面
発
光
レ
ー
ザ
ー
は
約

１
㎛
（
１
０
０
０
分
の
１

㎜
）
の
微
小
な
構
造
。
２
つ

の
反
射
鏡
で
光
を
共
鳴
さ
せ

る
こ
と
で
、
従
来
の
約
１
０

０
分
の
１
程
度
の
小
さ
な
電

流
で
発
振
さ
せ
、
低
消
費
電

力
で
高
速
か
つ
大
量
の
デ
ー

タ
通
信
を
可
能
と
し
た
。
伊

賀
氏
は
「
『
小
さ
い
こ
と
は

い
い
こ
と
だ
』
の
一
言
に
尽

き
る
」
と
言
う
。

　
そ
の
ほ
か
波
長
が
変
え
や

す
く
、
大
量
生
産
、
面
配
列

が
可
能
と
な
っ
た
革
新
性
か

ら
、
着
想
し
た
本
人
に
も

「
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
」

方
向
へ
の
応
用
が
広
が
っ
て

い
っ
た
と
い
う
。
例
え
ば
、

光
学
式
マ
ウ
ス
や
レ
ー
ザ
ー

プ
リ
ン
タ
ー
、
３
次
元
顔
認

証
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
、
自

動
運
転
用
の
車
載
セ
ン
サ

（
Ｌ
ｉ
Ｄ
Ａ
Ｒ
）
な
ど
。

ヒ
ュ
ー
レ
ッ
ト
・
パ
ッ
カ
ー

ド
や
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
（
当

時
）
、
ア
ッ
プ
ル
、
エ
ヌ
ビ

デ
ィ
ア
と
い
っ
た
名
だ
た
る

企
業
が
製
品
化
し
た
。

　
伊
賀
氏
は
「
研
究
室
で

囲
っ
て
い
な
い
で
、
『
面
白

い
か
ら
何
か
や
っ
て
み
な
い

か
』
と
講
義
や
講
演
を
通
じ

て
世
界
に
呼
び
掛
け
て
回
っ

た
。
応
用
は
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
や
っ
て
い
る
人
が
集

ま
っ
た
と
き
に
生
ま
れ
て
く

る
。
今
で
は
世
界
に
認
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
う
れ
し

い
」
。
面
発
光
レ
ー
ザ
ー
は

25
年
以
上
、
社
会
や
産
業
に

大
き
な
貢
献
を
果
た
し
た
電

気
・
情
報
工
学
分
野
の
歴
史

的
業
績
に
与
え
ら
れ
る
「
Ｉ

Ｅ
Ｅ
Ｅ
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
」

の
認
定
も
受
け
て
い
る
。

Ａ
Ｉ
時
代
に
欠
か
せ
な
い

　
今
後
ま
す
ま
す
期
待
さ
れ

る
の
は
、
Ａ
Ｉ
イ
ン
フ
ラ
を

支
え
る
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
で

の
活
用
。
Ａ
Ｉ
の
学
習
や
推

論
に
は
膨
大
な
デ
ー
タ
処
理

が
必
要
で
、
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
の
消
費
電
力
増
大
が
世

界
的
な
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
消
費
電
力
を
抑
え
る
方

法
で
課
題
解
決
を
目
指
す
と

き
に
「
面
発
光
レ
ー
ザ
ー
」

が
多
大
な
役
割
を
果
た
す
と

い
う
。
世
界
で
初
め
て
室
温

連
続
動
作
を
実
現
し
た
小
山

氏
は
「
面
発
光
レ
ー
ザ
ー
は

消
費
電
力
が
桁
違
い
に
小
さ

く
、
並
列
に
並
べ
て
一
括
で

大
量
の
デ
ー
タ
を
転
送
で
き

る
の
で
光
フ
ァ
イ
バ
束
と
相

性
が
良
い
」
と
言
い
、
「
Ａ

Ｉ
利
用
が
加
速
度
的
に
増
え

て
い
る
昨
今
は
、
こ
の
業
界

が
活
況
に
な
っ
て
い
る
」
と

話
す
。
現
在
稼
働
し
て
い
る

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

も
短
距
離
光
通
信
の
80
～

90
％
に
面
発
光
レ
ー
ザ
ー
が

使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　
小
山
氏
は
「
応
用
を
考
え

る
人
が
世
界
中
に
た
く
さ
ん

い
て
、
そ
れ
に
伴
い
新
し
い

理
論
的
な
研
究
が
必
要
に
な

る
。
こ
の
サ
イ
ク
ル
が
50
年

間
続
い
て
き
た
。
工
学
研
究

は
世
の
中
に
使
わ
れ
る
こ
と

が
重
要
だ
が
、
次
に
何
が
出

て
く
る
か
は
現
時
点
で
は
分

か
ら
な
い
。
そ
れ
が
面
白
い

と
こ
ろ
」
と
語
る
。

11
月
16
日
に
セ
ミ
ナ
ー

　
両
氏
は
11
月
16
日
㈪
、
同

大
学
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

催
さ
れ
る
セ
ミ
ナ
ー
『
レ
ー

ザ
ー
と
知
能
が
ひ
ら
く
未
来

技
術
』
に
登
壇
す
る
。
一
般

向
け
に
噛
み
砕
い
て
研
究
の

発
端
や
未
来
に
つ
い
て
解
説

す
る
。
詳
細
は
同
大
学
未
来

産
業
技
術
研
究
所
Ｈ
Ｐ
へ
。

日本学士院賞を受賞した伊賀氏（右）と小山氏（左） 提供写真

インタビューを受ける伊賀氏（左）と小山氏
「
面
発
光
レ
ー
ザ
ー
」
の
発
光

部
を
拡
大
し
た
模
型
（
左
）
と

微
小
な
レ
ー
ザ
ー
を
集
積
さ
せ

た
人
体
基
板

日本学士院賞とは、文部科学賞に設置
された機関「 」が学術上特
にすぐれた研究業績に授与する賞で、
日本の学術分野における最も栄誉ある
賞の一つ。第116回の授賞式は7月13
日に上野の日本学士院で挙行され、天
皇陛下の御臨席を仰ぎ両氏は賞状を受

け取った。

日本学士院
に っ ぽ ん が く し い ん

横浜キャンパスに設置されてい
るIEEEマイルストーンの記念碑


